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===================================================== 

<Ver.1.1.22>  2016.12.27 

本バージョンアップによる変更内容 

１）機能追加 

●AB トラックの入替機能 

－A トラックと Bトラックの字幕を入れ替える機能を追加しました。 

従来は A トラックの字幕を B トラックに移したい場合、A トラックと B トラックが重なっていると、[A

トラック（Bトラック）にコピー]機能が使えませんでした。 

今回のバージョンからは、AB トラックが重なっている場合、入れ替え元の字幕と重なっている全ての字

幕を対象にハコを入れ替えられるようになりました。ただし、入れ替える相手の字幕が、入れ替え元の

字幕以外の字幕と、入替後に重なってしまう場合は入れ替えることができません。 

波形データ上の AB トラックが重なっているハコを選択し、右クリック→[A トラック（B トラック）の

字幕と入れ替える]で入れ替えることが可能です。 

なお、ABトラックが重なっていない箇所ではこのメニューは選択できません。 

入れ替えの仕様については、次ページの＜例＞をご覧ください。 

 

※注意 

入れ替え後の字幕の位置が、[ユーザー設定]－[ガイドライン]の「字幕の間隔」の「強制」に設定され

たフレームの数値に該当する場合、以下のメッセージが表示され字幕を入れ替えることはできません。 

 



2 

 

 

＜例１＞ 

 

 

 入替可能 

 ①B1 を選択し、Aトラックと入れ替えすると、B1 が Aトラックへ、A1・A2 が Bトラックへ 

入れ替わる。 

 ②A1 と A2 を Alt もしくは Shift で複数選択した状態で、Bトラックと入れ替えすると、 

A1・A2 が B トラックへ、B1 が A トラックへ入れ替わる。 

 入替丌可 

  A1 を選択し、Bトラックと入れ替えすると、B1 は A2 とも重なっているため入れ替え丌可となる。 

 

＜例２＞ 

 

 

 入替可能 

 ①B1 を選択し、Aトラックと入れ替えすると、B1 が Aトラックへ、A1～4が B トラックへ 

入れ替わる。 

 ②A1～4を Alt もしくは Shift で複数選択した状態で、Bトラックと入れ替えすると、 

A1～4が Bトラックへ、B1 が Aトラックへ入れ替わる。 

 入替丌可 

  A1 のみを選択し、Bトラックと入れ替えすると、B1は A2～4とも重なっているため入れ替え丌可と 

なる。同様に、A2、A3、A4 をそれぞれ単体で選択しても入れ替え丌可となる。 
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トラック入れ替え A トラックに残る 

 

＜注意すべきケース＞ 

複数選択でトラック入れ替えを行う際、その中に入れ替え相手がないハコが含まれていると、そのハ

コは入れ替えが行われずに元のトラックに残ります。 

 

 [例] 

Aトラック A4 A5

Bトラック B4

A1

B1

A2

B2

A3

B3  

 

 

Aトラック A4

Bトラック A5A1 A2 A3

B1 B2 B3 B4

 

 

上記ケースで A1～A5 のハコを複数選択して「B トラックの字幕と入れ替える」を行うと、A4 のハコ

だけは入れ替え相手のハコがないため、入れ替わらず Aトラックに残ります。 

 

 

●映像とタイムコードの同期、画面調整 

－「映像とタイムコードの同期の基本設定」「画面調整」が前回の設定を引き継ぐようになりました。 

ファイルを新規作成する際、以下の項目が前回保存した sdb の設定を引き継ぐようになりました。 

sdb ファイルを保存せずに閉じた場合は引き継がれないのでご注意ください。 

 [映像とタイムコードの同期]－[基本設定]のフレームレート 

 [画面調整（画角）]の[マスターテープ（映像素材）]と[目的モニタ（出力対象）] 

 

 

２）仕様変更 

●波形の複数選択 

－波形上でハコを複数選択した状態で、Alt キーで選択を解除しても選択する字幕を 0 個にすることは

できません。 

波形上でハコを複数選択した状態で、Alt キーを押しながらハコの選択を解除しても、すべての字幕の

選択を解除することはできません。カーソル上にある字幕の選択が解除された場合は、カーソルはその

字幕の前の字幕の Out 点に移動します。前の字幕が存在しない場合は、後ろの字幕の In 点に移動しま

す。 
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３）機能修正 

●映像ファイルの再生 

Ver1.1.19 にて一部の映像ファイルが、倍速再生音声認識モードで読み込めなくなっていた現象が発生

しておりましたが、こちらを読み込めるように修正しました。 

 

－巻き戻し中にハコの選択が解除されない問題を修正しました。 

←キーの長押しで巻き戻しをした際、カーソルがハコの外に出ても、次のハコにカーソルが進むまで前

のハコが選択されたままの状態になっている問題を修正しました。 

 

 

●フォーマット設定 

－先頭から部分的に完全一致してしまうフォーマット名が存在した場合、フォーマット名が正しく表示

されない問題を修正しました。 

例えば「canvass」と「canvass_16x9」というフォーマット名が存在していた場合、これまでのバージ

ョンでは、「canvass」というフォーマットで設定をし sdb を保存しても、その sdb を開くとフォーマ

ット名が「canvass_16x9」と表示されていました。なお、フォーマット設定は「canvass」のものが設

定されています。本バージョンからは、フォーマット名も正しく表示されるよう修正しております。 

 

－「デフォルトに戻す」ボタンを修正しました。 

これまでのバージョンでは、「デフォルトに戻す」ボタン  を押しても縦字幕のカーニング値、組文

字設定が戻りませんでしたが、本バージョンより戻るように修正を行っています。 

縦字幕のカーニング値は、「デフォルトに戻す」ボタンを押すと、フォーマット設定の「横書きのカー

ニング値」になります。 

 

 

●波形の複数選択 

－波形上でハコを複数選択すると、カーソルの位置に関わらずプレビューに表示されている字幕が先頭

の字幕になっている問題を修正しました。 

波形上で Alt もしくは Shift キーにてハコを複数選択した際、カーソルの位置が先頭の字幕でないにも

関わらず、プレビューウィンドウに表示されている字幕が先頭の字幕になっている問題が発生しており

ました。本バージョンより、カーソルの位置に存在する字幕がプレビューウィンドウに表示されるよう

に修正を行っています。 

 

－波形上でハコを複数選択した後、矢印キーでの連続再生ができない問題を修正しました。 

波形上で Alt もしくは Shift キーにてハコを複数選択した後に、ハコをまたいで→キーもしくは←キー

の長押しによる連続再生を行うと、ハコの手前でカーソルが止まってしまう問題が発生しておりました。
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本バージョンより連続再生できるように修正を行っています。 

 

－波形上でハコを複数選択し、A トラック（B トラック）にコピーを行った後に選択されているハコが

正しくない問題を修正しました。 

波形上で Alt もしくは Shift キーにてハコを複数選択し、[A トラック（B トラック）にコピー]を行う

と、先頭のハコの選択が解除されている問題を修正しました。 

 

－波形上でハコを複数選択し、属性コピー＆ペーストを行った際にペースト後に選択されているハコが

正しくない問題を修正しました。 

波形上で Alt もしくは Shift キーにてハコを複数選択し、[属性を含めてコピー]→[属性を含めてペー

スト]を行うと、選択されているハコが最後のハコのみになっている問題を修正しました。 

 


